
 

予 算 要 求 資 料 

令和４年度当初予算  支出科目 款：衛生費 項：環境管理費 目：環境管理推進費    

事業名   新 生物多様性の保全・再生普及啓発事業費 

（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）  

   環境生活部 環境企画課 生物多様性係 電話番号：058-272-1111（内 2701 ） 

E-mail： c11265@pref.gifu.lg.jp 

 

１ 事業費          2,000 千円（前年度予算額：0 千円） 

＜財源内訳＞  

区 分 事業費 

財    源    内    訳 

国 庫 

支出金 

分担金 

負担金 

使用料 

手数料 

財 産 

収 入 
寄附金 その他 県 債 

一 般 

財 源 

前年度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

要求額 2,000 0 0 0 0 0 2,000 0 0 

決定額 2,000 0 0 0 0 0 2,000 0 0 

 

２ 要求内容 

（１）要求の趣旨（現状と課題） 

・年々「生物多様性」を保全していく重要性は高まってきているが、「生物 

多様性」の意味やその保全のために行動する重要性を知る人は少ない。 

・そのため、県民、企業、市町村、民間団体等の各主体がそれぞれの立場 

で生物多様性の意味や保全について考え、その保全に配慮した行動をす 

るための契機となるような啓発活動を行う必要がある。 

・また、県内に生息する様々な動植物種の中には人間の介入なしには絶滅 

してしまうおそれのある種も複数種存在するため、それらの絶滅危惧種 

を保全・増殖活動を実施し、種の存続につなげる活動を実施する。 

・そして、保全・繁殖させた種等について、県民、企業、市町村、民間団 

体等のほか子どもたち若い世代にも学び・体験する機会を提供し、生物多 

様性の重要性を実感し、生物多様性の保全・再生について行動していく社 

会づくりを目指す。 

（２）事業内容 

 ○生物多様性に関するシンポジウム等の開催 

デジタル配信を含むシンポジウム等を開催し、県民や行政等の各主体



が、生物多様性の保全に取り組む活動者(団体)や専門家等の講演などを

広く聴講し交流することで、考え・実行するための契機とする。 

  ○生物多様性に関する専門家講座の実施 

県内の児童・生徒等を対象にした絶滅危惧種（ライチョウなど）の保全

等、生物多様性に関する専門家等による出前講座を実施し、若い世代の

方に生物多様性（希少種保護から自然環境）を考える機会を提供する。 

  ○絶滅危惧種の保全実施と子どもたちの保全体験 

県の特徴的な種であるライチョウ・イタセンパラ・ハリヨ・オオサンショウウオな

どの絶滅危惧種の保全活動等を通じて生物多様性の重要性の啓発を行う。

また、身近な絶滅危惧種の具体的事例として保全した種を用いて、教育機

関等での展示飼育等の保全体験を通じて、生物多様性の保全・再生に関す

る県民（若い世代）の意識を醸成する。 

  ○生物多様性ネットワーク通信の配信 

全市町村参加を目指した生物多様性ネットワーク(仮称)の設置を進め、県

内の生物多様性にかかる自治体や団体の取組み・イベント情報を発信する。 

（３）県負担・補助率の考え方 

   生物多様性基本法第５条により、地方公共団体は、生物多様性の保全及び

持続可能な利用に関し、国の施策に準じた施策及びその他のその地方公共団

体の区域の自然的社会的条件に応じた施策を策定及び実施する責務を有す

るとあり、県負担として妥当である。 

（４）類似事業の有無 

   無 

３ 事業費の積算内訳 

事業内容 金額 事業内容の詳細 

報償費 723 セミナー等に係る派遣講師の謝金 

旅費 130 セミナー等に係る派遣講師等の旅費 

需用費 972 印刷物作成費用、コピー用紙等消耗品費 

役務費 19 通信費 

委託料 8 業務委託費 

備品購入費 81 機械器具費 

その他 67 高速道路使用料 

計 2,000  

 

 決定額の考え方  

 

 

 



 

４ 参考事項 

（１）各種計画での位置づけ 

   生物多様性ぎふ戦略 ３－１．生物多様性に関する普及啓発 

             ３－３．「ともに考え続ける」場づくりと活動 

 

（２）国・他県の状況 

   地域戦略策定済み都道府県 47 都道府県 

 

（３）後年度の財政負担 

   生物多様性ぎふ戦略は、自然・社会情勢の変化、生物多様性国家戦略及び

県環境基本計画の動向を踏まえ、５年を目途に見直す。 

 

 

 

 



事 業 評 価 調 書（県単独補助金除く） 
■  新 規 要 求 事 業  

□  継 続 要 求 事 業 

 

１ 事業の目標と成果 

（事業目標） 

・何をいつまでにどのような状態にしたいのか 

「生物多様性ぎふ戦略」の普及推進を図るとともに、県民・民間団体・市

町村等の各主体の交流の場、保全体験の機会を設けることにより、県民等の

生物多様性保全の意識の高揚や、生物多様性保全への活動を促進させる。  

 

（目標の達成度を示す指標と実績） 

指標名 
事業開始前 

(R3) 

R2 年度 

実績  

R3 年度 

目標  

R4 年度 

目標  

終期目標 

(R8)  

 

達成率 

生物多様性の保全に

理解を深めた参加者

の割合（アンケート） 

   90％ 95％  ％ 

○指標を設定することができない場合の理由 

（これまでの取組内容と成果） 

令
和
２
年
度 

・取組内容と成果 

 

 

 

令
和
３
年
度 

令和５年度当初予算にて追加 

 

 

指標① 目標：＿＿ 実績：＿＿ 達成率：＿＿％ 

令
和
４
年
度 

令和６年度当初予算にて追加 

 

 

指標① 目標：＿＿ 実績：＿＿ 達成率：＿＿％ 

 

 

 

 

 



２ 事業の評価と課題 

（事業の評価） 

・事業の必要性（社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断） 
 ３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない 

(評価) 

 

 

・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか） 
 ３：期待以上の成果あり 

２：期待どおりの成果あり 
 １：期待どおりの成果が得られていない 
 ０：ほとんど成果が得られていない 

（評価） 

 

 

・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか） 
 ２：上がっている １：横ばい ０：下がっている 

(評価) 

 

 

（今後の課題） 

・事業が直面する課題や改善が必要な事項 

 

（次年度の方向性） 

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今

後どのように取り組むのか 

生物多様性シンポジウムのデジタル配信や、実際に保全活動に取り組んで

いる希少種について飼育・展示や専門家の出前講座を行うことで、県民等の

生物多様性の保全・再生意識の醸成を図る。 

 

（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果） 

組み合わせ予定のイベント又

は事業名及び所管課 

 

【○○課】 

組み合わせて実施する理由や

期待する効果 など 

 

 


